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尾張屋は蕎麦屋としても京都で最も歴史のある店かもしれません。 
江戸時代中頃の1700年ごろ、初代稲岡伝左衛門が蕎麦屋をはじめました。現在のようにさまざまなメニューをお出しする飲食
店の顔が本格的に加わりましたのは、戦後のことです。 
明治時代のはじめころ、尾張屋は綾小路室町東入ルにあった店舗を、現在の二条通車屋町下ルに移転しました。戦後になって
周囲のすすめもあり、先先代の十四代目が本格的に蕎麦の料理屋をはじめたといわれています。先代の十五代目は伝統を大切
にしながら、新たなメニューや素材を取り入れることに挑戦した人でした。店も当初は菓子を販売する傍らでお蕎麦をお出し
していましたのが、住まいの二階を店として改装するなど、飲食店のスペースが広くなっていきました。その後、十四代目と十
五代目が京都中心部に三つの支店を出し、より多くのお客様に尾張屋の蕎麦を召し上がっていただけるようになりました。 
二人が大切にしてきました考えに「宝来」という言葉があります。尾張屋の店のあちこちに使われています「寶」の文字。これ

たから

は「宝」の旧字です。 
かつて蕎麦は宝を集める縁起の良い食べ物として、別名「宝来」と呼ばれていました。室町時代のこと、金箔職人が仕事の後
で、部屋に散った細かな金箔を集めるために蕎麦粉を撒いて、篩にかけて飛び散った金箔だけを集めていました。蕎麦粉が金
＝宝を集めることから、「縁起が良い」ということで「宝来」と呼ばれるようになり、大晦日などに蕎麦を食べる風習が広まっ
たといわれています*。 
おめでたい食べ物として蕎麦を召し上がっていただこうという十四代目の思いは、暖簾や器、マッチなどに「寶」の図案が使
われていることからも伺えます。また十四代目が考案しました料理に当店を代表する「宝来蕎麦」があります。ぜひ一度、本店
で宝来蕎麦をお召し上がりになってみてください。 

*この他晦日蕎麦の由来として、蕎麦が細く長いので、長寿や一家の繁栄を願うためにいただいた、という説や、江戸時代の商家では毎月晦日（末日）の集金で忙
しかったため、立ってでも食べられる蕎麦を晦日に食べた習慣が大晦日のみ残った、という説、そして鎌倉時代に博多で飢饉が起きた際の年の瀬に、承天寺で「世
直し蕎麦」と称して、庶民に「そば餅」を焼いて配った説などいくつかの説がある。 
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